
 

 

 

令和６年９月４日 

海 上 保 安 庁 

 

歴史的に貴重な世界地図を展示します！ 

～水路記念日企画展を開催します～ 

１. 企画展示期間 

期間：令和６年９月１１日(水)から１０月１３日(日)まで（月、火を除く） 

時間：午前１０時～午後５時（入館無料） 

 

２. 場所（下図参照） 

海洋情報資料館 

住  所：東京都江東区青海２－５－１８ 青海合同庁舎１階 

アクセス：新交通ゆりかもめ「テレコムセンター」駅下車、徒歩５分 

  

３. 主な展示内容（別紙参照） 

①１５１３年にオスマン帝国のピーリー・レイースが作製した大西洋の地 

②１５６９年にゲラルドゥス・メルカトルが作製した世界地図 

③１８５６年にドイツで作製された世界地図 

 

４. その他 

海洋情報資料館では、今回の企画展示のほか、伊能図（模写図）や歴史的

な測量機器など、海洋調査等に関する貴重な資料を常設展示しています。 

 

【参考】 

・ 水路記念日とは 

明治４年（西暦１８７１年）９月１２日（旧暦７月２８日）、兵部省海軍

部に海図を作成するために水路局が設置されたことを記念した日で、今年で

１５３年目となります。 

この水路局設置により我が国の本格的な海図作製が開始され、兵部省海軍

部水路局は、その後、様々な変遷をたどり、昭和２４年には海上保安庁水路

部、平成１４年からは海上保安庁海洋情報部となっています。 

 

海洋情報資料館では、９月１２日(木)の水路記念日にあわせ、普段展示し

ていない海上保安庁が所蔵する歴史的に貴重な世界地図を展示します。 



・ 海洋情報資料館の紹介 

海洋情報資料館では、日本の海図作製初期の海図や明治初期に海軍内部で

使用するために作製された秘密海図を展示しているほか、海上保安庁の調査

で明らかになった日本周辺の海底地形を立体的に見ることができる「大型３

Ｄ海底地形図」の展示や、古くなり役目を終えた海図を再利用してオリジナ

ル紙バックを作る「工作コーナー」などを設け、海上保安庁の海洋情報業務

に親しみを持って学んでいただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 海洋情報資料館へのアクセス 



別紙 

主な展示内容の詳細について 

① １５１３年にオスマン帝国のピーリー・レイースが作製した大西洋の地図 

・ ピーリー・レイースは１６世紀オスマン帝国の海軍軍

人で、世界地図の作者として知られている。 

・ 本図は１９２９年にイスタンブールのトプカプ宮殿博

物館で発見された。 

・ 当時の最新の地理的知識の見地で描かれた航海地図で

あり、本来はインド洋を描いたもの（消失）と合わせて

１対となる地図である。 

・ ２０１３年に海上保安庁がトルコ海軍関係者から複製

品の提供を受けたもの。 

 

② １５６９年にゲラルドゥス・メルカトルが作製した世界地図（ＭＥＲＣＡＴＯ

ＲＳ ＣＨＡＲＴ ＯＦ １５６９） 

・ ゲラルドゥス・メルカトルは１６世紀ネーデルラン

トの地理学者であり、現在の海図でも使用されてい

るメルカトル図法の考案者として知られている。 

・ 本図は１８図１組からなる１５６９年の世界地図で

ある。 

・ １図の大きさは５０×６５ｃｍ（縦長）であり、全体

の大きさは２００×３００ｃｍ(横長) 

・ 本図は、１８８９年にスイスのバーゼル図書館で発

見され、国際水路局(ＩＨＢ：現国際水路機関(ＩＨ

Ｏ)の前身)が複製し加盟国に配布したもの。 

 

③ １８５６年にドイツで作製された世界地図（ＥＲＤＫＡＲＴＥ） 

・ 大きさは１０８×１６７ｃｍ（横長）、墨・青の２色刷、銅版印刷 

・ ドイツで作製された図で、経度０度を左端とした配置にしているため、太平洋

が中央付近に描かれている。 

・ 経度の基準として、パリ、グリニッジ、大西洋のフェロー諸島の３つが用いら

れている。 

・ 作製国であるドイツには現存していないこと

から、日独友好にかかる取り組みの一環とし

て、平成３１年３月、海上保安庁からドイツ連

邦海運水路庁（ハンブルク）へ本図の複製品を

寄贈した。 

 


